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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週末
比で下落となりました。週初は前週末から引き続
き上昇したものの、北朝鮮やシリア情勢など地政
学リスクの高まりを背景とした投資家心理の悪化
により、12日（水）から週末まで3営業日連続で
年初来安値を更新しました。（週末引け値：
18,335.63円）

 週間では、日経平均株価は1.76％の下落、東証株
価指数は2.06％の下落でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年4月10日～4月14日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、週を通じ
て概ね下落基調となりました（価格は上昇）。シリ
アや北朝鮮を巡る地政学リスクの高まりを受けて、
相対的に価格変動の少ないとされる債券は買いが先
行しました。また、日経平均株価の下落も投資家心
理の悪化を通じて債券買いにつながりました。（週
末引け値：0.010％）

 週間では、10年国債金利は0.051％の下落となりま
した。

（審査確認番号H29-TB29）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、週を通じて概
ね下落基調となりました。北朝鮮情勢の緊迫化や、
米軍によるアフガニスタン空爆などの地政学リスク
の高まりから、売られる展開となりました。12日
（水）に米国の原油生産量の増加が嫌気され、原油
価格が下落したこと等も株価下落の要因となりまし
た。（週末引け値：20,453.25ドル）

 週間ではNYダウは0.98％の下落となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、前週末比で円高/米ドル安
となりました。シリア情勢や北朝鮮問題といった地
政学リスクの高まりを背景に、国内投資家の間で海
外から資金を引き上げる動きが広がり、円買い米ド
ル売りが進行しました。また、トランプ米大統領に
よる米ドル高けん制発言も円買いを誘いました。
（週末引け値：108円55銭～65銭）

 週間では米ドル/円は2.21％の円高、ユーロ/円は
1.95％の円高となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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